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［Ⅰ］ 調査方法

1. 調査の目的

2. 調査の内容

3. 地域区分

4. 今回調査の概要

実施時期 ： 2019年10月

発送数 ： 1,406業者

有効回答数 ： 183業者

5. ＤＩの算出方法

　ＤＩとは企業の業況感や設備、雇用人員の過不足等の判断を指標化したもので
ある。
算出方法は、３個の選択肢を用意し、選択肢毎の回答数を単純集計し、全回答数
に対する構成比を算出した後、次式により算出する。

ＤＩ＝（第1選択肢の回答数構成比）－（第3選択肢の回答数構成比）

これを地価動向、取引件数等の不動産関連項目にあてはめたものが不動産ＤＩ
で、次式により算出する。

不動産ＤＩ＝（上昇又は増加の回答数構成比）－（下落又は減少の回答数構成比）

本調査は、県内不動産価格等の動向を調査し、指標化のうえ、県民等へ広く公表
することにより、県内不動産市場に係る情報提供機能の強化及び透明性の向上、
県内外の投資家や個人による不動産取引の活性化、不動産の有効活用の促進
等を図ることを目的としている。

　本調査は、調査時点における過去半年間の不動産市場の推移に関する実感
と、その後の半年間の予測について、一般社団法人長野県宅地建物取引業協会
の会員にアンケート票をＦＡＸにて送付して実施し、その結果をＤＩとして地域地区
区分別に集計した。

本調査では次ページの通り、長野県を7地域2地区に区分した。

（13.0%）
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［Ⅱ］ 区分図

地域・地区

Ａ[長野地区] 

I[飯伊地域] 

H[上伊那地域] 

G[諏訪地域] 

F[松本地域] 

E[軽井沢地区] 

D[佐久地域] 

C[上小地域] 

B[北信地域] 

3



［Ⅲ］ アンケート調査票
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[Ⅳ]ＤＩ調査結果の概要

1. 調査概況　地域別住宅地価格動向

2019年4月 2019年10月 2020年4月
（前期実感値） （現況実感値） （予測値）

A.

長野地区

+ 14ｐ + 10ｐ ▲ 5ｐ

B.

北信地域

+ 6ｐ + 7ｐ ▲ 14ｐ

C.

上小地域

±0ｐ ▲ 6ｐ ▲ 40ｐ

D.

佐久地域

±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ

E.

+ 15ｐ + 12ｐ ▲ 13ｐ

F.

▲ 12ｐ + 8ｐ ▲ 19ｐ

G.

▲ 29ｐ ▲ 33ｐ ▲ 25ｐ

H.

▲ 29ｐ ▲ 17ｐ ▲ 33ｐ

I.

▲ 15ｐ ▲ 17ｐ ▲ 17ｐ

不動産DI地域別天気図

松本地域

諏訪地域

上伊那地域

実感はプラスであるが、次回予測はマイ
ナスであり、今後、住宅市況の悪化を見
込む。

実感はマイナスであり、次回予測は更な
るマイナス。引き続き、住宅市況の悪化
を見込む。

実感は±ゼロであり、次回予測も±ゼロ
であり、今後も住宅市況の変化は小さい
と見込む。

実感はプラスであるが、次回予測はマイ
ナスであり、今後、住宅市況の悪化を見
込む。

実感はマイナスであり、次回予測もマイ
ナス。今後も引き続き、住宅市況の悪化
を見込む。

実感はマイナスであり、次回予測もマイ
ナス。今後も引き続き、住宅市況の悪化
を見込む。

地域 コ　メ　ン　ト

実感はプラスであるが、次回予測はマイ
ナスであり、今後、住宅市況の悪化を見
込む。

実感はプラスであるが、次回予測はマイ
ナスであり、今後、住宅市況の悪化を見
込む。

軽井沢地区

飯伊地域
実感はマイナスであり、次回予測もマイ
ナス。今後も引き続き、住宅市況の悪化
を見込む。

好調 低調
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2. 住宅地価格ＤＩ値動向

2018/4実感 2018/10実感 2019/4実感 2019/10実感 2020/4予測

県内 ▲ 12ｐ ▲ 11ｐ ▲ 6ｐ ▲ 4ｐ ▲ 17ｐ

A.長野地区 + 7ｐ + 12ｐ + 14ｐ + 10ｐ ▲ 5ｐ

B.北信地域 ▲ 16ｐ ▲ 13ｐ + 6ｐ + 7ｐ ▲ 14ｐ

C.上小地域 ±0ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 6ｐ ▲ 40ｐ

D.佐久地域 ▲ 26ｐ ±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ

E.軽井沢地区 ▲ 40ｐ ±0ｐ + 15ｐ + 12ｐ ▲ 13ｐ

F.松本地域 ±0ｐ ▲ 8ｐ ▲ 12ｐ + 8ｐ ▲ 19ｐ

G.諏訪地域 ▲ 38ｐ ▲ 45ｐ ▲ 29ｐ ▲ 33ｐ ▲ 25ｐ

H.上伊那地域 ▲ 22ｐ ▲ 35ｐ ▲ 29ｐ ▲ 17ｐ ▲ 33ｐ

I.飯伊地域 ▲ 18ｐ ▲ 33ｐ ▲ 15ｐ ▲ 17ｐ ▲ 17ｐ

県内

A.長野地区

B.北信地域

C.上小地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域

H.上伊那地域

I.飯伊地域

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ
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2. 住宅地取引件数ＤＩ値動向

2018/4実感 2018/10実感 2019/4実感 2019/10実感 2020/4予測

県内 ▲ 1ｐ ▲ 4ｐ ▲ 4ｐ ▲ 9ｐ ▲ 36ｐ

A.長野地区 ▲ 12ｐ ▲ 15ｐ ±0ｐ ▲ 2ｐ ▲ 33ｐ

B.北信地域 + 16ｐ ±0ｐ + 6ｐ ▲ 7ｐ ▲ 64ｐ

C.上小地域 + 8ｐ + 16ｐ + 12ｐ ▲ 33ｐ ▲ 67ｐ

D.佐久地域 ±0ｐ + 29ｐ ±0ｐ + 25ｐ ▲ 25ｐ

E.軽井沢地区 ▲ 20ｐ ▲ 43ｐ ▲ 57ｐ ±0ｐ ▲ 25ｐ

F.松本地域 ▲ 4ｐ ±0ｐ ±0ｐ ▲ 14ｐ ▲ 34ｐ

G.諏訪地域 ±0ｐ ▲ 5ｐ ▲ 26ｐ ▲ 17ｐ ▲ 25ｐ

H.上伊那地域 ±0ｐ ▲ 13ｐ + 5ｐ ▲ 12ｐ ▲ 33ｐ

I.飯伊地域 + 9ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 25ｐ ▲ 34ｐ

県内

A.長野地区

B.北信地域

C.上小地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域
H.上伊那地域

I.飯伊地域

▲ 80ｐ

▲ 60ｐ

▲ 40ｐ

▲ 20ｐ

±0ｐ

+ 20ｐ

+ 40ｐ
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3. DI値推移

DI値

年平均

A DI値

長野 年平均

B DI値

北信 年平均

C DI値

上小 年平均

D DI値

佐久 年平均

E DI値

軽井沢 年平均

F DI値

松本 年平均

G DI値

諏訪 年平均

H DI値

上伊那 年平均

I DI値

飯伊 年平均

DI値

年平均

A DI値

長野 年平均

B DI値

北信 年平均

C DI値

上小 年平均

D DI値

佐久 年平均

E DI値

軽井沢 年平均

F DI値

松本 年平均

G DI値

諏訪 年平均

H DI値

上伊那 年平均

I DI値

飯伊 年平均

- - ▲ 31ｐ ▲ 18ｐ ▲ 14ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4

▲ 16ｐ ▲ 12ｐ ▲ 11ｐ ▲ 6ｐ ▲ 4ｐ ▲ 17ｐ

2019/4 2019/10 2020/4予測2017/10 2018/4 2018/10

▲ 5ｐ- - + 2ｐ ±0ｐ + 9ｐ

- - ▲ 15ｐ ▲ 12ｐ ▲ 5ｐ
県内　

- ▲ 14ｐ ▲ 38ｐ ▲ 14ｐ

-

▲ 9ｐ ▲ 36ｐ

▲ 16ｐ- - ▲ 23ｐ ▲ 26ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10

▲ 15ｐ ▲ 34ｐ ▲ 22ｐ ▲ 35ｐ

- -

▲ 27ｐ ▲ 16ｐ ▲ 13ｐ + 6ｐ + 7ｐ ▲ 14ｐ-

- - ▲ 21ｐ ▲ 15ｐ + 7ｐ

- - + 14ｐ + 10ｐ + 12ｐ

+ 19ｐ + 7ｐ + 12ｐ + 14ｐ + 10ｐ

▲ 29ｐ ±0ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 6ｐ ▲ 40ｐ- - ▲ 54ｐ ▲ 50ｐ ▲ 14ｐ

▲ 27ｐ ▲ 20ｐ ±0ｐ ▲ 8ｐ

- - ▲ 22ｐ ▲ 6ｐ ▲ 3ｐ

+ 6ｐ ▲ 26ｐ ±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ- - ▲ 44ｐ ▲ 18ｐ ▲ 23ｐ

▲ 12ｐ

+ 15ｐ + 12ｐ

+ 14ｐ-

±0ｐ

±0ｐ

▲ 13ｐ- - + 14ｐ + 27ｐ + 33ｐ + 33ｐ

- + 33ｐ ▲ 20ｐ

▲ 40ｐ ±0ｐ

- - ▲ 9ｐ ▲ 13ｐ

▲ 23ｐ

▲ 55ｐ ▲ 42ｐ ▲ 31ｐ

▲ 19ｐ

- - ▲ 24ｐ ▲ 4ｐ ▲ 2ｐ

▲ 55ｐ ▲ 38ｐ ▲ 45ｐ ▲ 29ｐ ▲ 33ｐ ▲ 25ｐ- - ▲ 56ｐ ▲ 47ｐ ▲ 54ｐ

+ 8ｐ- - ▲ 36ｐ

▲ 18ｐ ▲ 33ｐ ▲ 15ｐ ▲ 17ｐ ▲ 17ｐ

住宅地
価格
DI値

- - ▲ 50ｐ ▲ 17ｐ ▲ 8ｐ ▲ 38ｐ

▲ 29ｐ ▲ 17ｐ ▲ 33ｐ

- - ▲ 25ｐ ▲ 29ｐ ▲ 23ｐ

- - ▲ 39ｐ ▲ 18ｐ

2020/4予測

住宅地
取引件数

DI値

県内　
- - ▲ 14ｐ ▲ 12ｐ ▲ 19ｐ ▲ 8ｐ ▲ 1ｐ

2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10

▲ 4ｐ ▲ 4ｐ

+ 4ｐ ▲ 12ｐ ▲ 15ｐ ±0ｐ ▲ 2ｐ

- ▲ 14ｐ ▲ 3ｐ ▲ 7ｐ

+ 5ｐ ▲ 9ｐ ▲ 16ｐ

- - ▲ 6ｐ ▲ 14ｐ ▲ 1ｐ

- - ±0ｐ + 13ｐ

- -

▲ 64ｐ

- - ▲ 15ｐ + 8ｐ ▲ 1ｐ

▲ 20ｐ ▲ 9ｐ + 16ｐ ±0ｐ + 6ｐ ▲ 7ｐ

▲ 33ｐ

▲ 17ｐ + 8ｐ + 16ｐ + 12ｐ ▲ 33ｐ ▲ 67ｐ- - ±0ｐ ▲ 60ｐ ▲ 36ｐ

- - ▲ 27ｐ + 12ｐ ▲ 11ｐ

- - ▲ 46ｐ ▲ 12ｐ ▲ 23ｐ ±0ｐ ±0ｐ + 29ｐ ±0ｐ + 25ｐ ▲ 25ｐ

- - ▲ 12ｐ + 15ｐ + 13ｐ

▲ 33ｐ ▲ 20ｐ ▲ 43ｐ ▲ 57ｐ ±0ｐ ▲ 25ｐ- - ▲ 28ｐ + 18ｐ + 20ｐ

▲ 32ｐ ▲ 29ｐ

- - ▲ 16ｐ ▲ 4ｐ ▲ 17ｐ ▲ 20ｐ ▲ 4ｐ ±0ｐ ±0ｐ ▲ 14ｐ

- - ▲ 7ｐ

▲ 34ｐ

- - ▲ 19ｐ ▲ 2ｐ ▲ 7ｐ

▲ 9ｐ ±0ｐ ▲ 5ｐ ▲ 26ｐ ▲ 17ｐ ▲ 25ｐ- - ▲ 30ｐ ▲ 6ｐ ▲ 46ｐ

▲ 3ｐ ▲ 22ｐ

- - ▲ 19ｐ ▲ 34ｐ ▲ 5ｐ ▲ 17ｐ ±0ｐ ▲ 13ｐ + 5ｐ ▲ 12ｐ

- - ▲ 28ｐ

▲ 33ｐ

- - ▲ 11ｐ ▲ 7ｐ ▲ 4ｐ

▲ 1ｐ ▲ 13ｐ

+ 8ｐ + 9ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 25ｐ ▲ 34ｐ- - ▲ 9ｐ + 8ｐ + 9ｐ

- - + 9ｐ
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4. アンケート回答結果
◇

上昇 横ばい 下落 計 回答無 回収数

回答数 5件 33件 1件 39件 0件 39件

割合 13% 84% 3% 100% 長野地区ＤＩ値 + 10ｐ

回答数 5件 5件 4件 14件 0件 14件

割合 36% 35% 29% 100% 北信地域ＤＩ値 + 7ｐ

回答数 1件 12件 2件 15件 0件 15件

割合 7% 80% 13% 100% 上小地域ＤＩ値 ▲ 6ｐ

回答数 1件 18件 1件 20件 0件 20件

割合 5% 90% 5% 100% 佐久地域ＤＩ値 ±0ｐ

回答数 2件 5件 1件 8件 0件 8件

割合 25% 62% 13% 100% 軽井沢地区ＤＩ値 + 12ｐ

回答数 4件 21件 2件 27件 0件 27件

割合 15% 78% 7% 100% 松本地域ＤＩ値 + 8ｐ

回答数 0件 16件 8件 24件 0件 24件

割合 0% 67% 33% 100% 諏訪地域ＤＩ値 ▲ 33ｐ

回答数 0件 20件 4件 24件 0件 24件

割合 0% 83% 17% 100% 上伊那地域ＤＩ値 ▲ 17ｐ

回答数 0件 10件 2件 12件 0件 12件

割合 0% 83% 17% 100% 飯伊地域ＤＩ値 ▲ 17ｐ

回答数 18件 140件 25件 183件 0件 183件

割合 10% 76% 14% 100% 県計ＤＩ値 ▲ 4ｐ

◇

上昇 横ばい 下落 計 回答無 回収数

回答数 5件 26件 7件 38件 1件 39件

割合 13% 66% 18% 97% 長野地区ＤＩ値 ▲ 5ｐ

回答数 1件 10件 3件 14件 0件 14件

割合 7% 72% 21% 100% 北信地域ＤＩ値 ▲ 14ｐ

回答数 0件 9件 6件 15件 0件 15件

割合 0% 60% 40% 100% 上小地域ＤＩ値 ▲ 40ｐ

回答数 2件 16件 2件 20件 0件 20件

割合 10% 80% 10% 100% 佐久地域ＤＩ値 ±0ｐ

回答数 2件 3件 3件 8件 0件 8件

割合 25% 37% 38% 100% 軽井沢地区ＤＩ値 ▲ 13ｐ

回答数 2件 18件 7件 27件 0件 27件

割合 7% 67% 26% 100% 松本地域ＤＩ値 ▲ 19ｐ

回答数 0件 18件 6件 24件 0件 24件

割合 0% 75% 25% 100% 諏訪地域ＤＩ値 ▲ 25ｐ

回答数 0件 16件 8件 24件 0件 24件

割合 0% 67% 33% 100% 上伊那地域ＤＩ値 ▲ 33ｐ

回答数 0件 10件 2件 12件 0件 12件

割合 0% 83% 17% 100% 飯伊地域ＤＩ値 ▲ 17ｐ

回答数 12件 126件 44件 182件 1件 183件

割合 7% 69% 24% 100% 県計ＤＩ値 ▲ 17ｐ

C.上小地域

設問2[住宅地価格（実感）]
　『　現在（Ｒ1.10.1）の住宅地取引価格は6ヶ月前（Ｈ31.4.1）と比較してどのように感じていますか？』の設問
に対する回答結果は下記の通り

住宅地の地価（実感）

半年前から調査時点
までの地価動向（実感）

A.長野地区

B.北信地域

B.北信地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域

H.上伊那地域

I.飯伊地域

県計

設問3[住宅地価格（予測）]
　『　6カ月後（Ｒ2.4.1）の住宅地取引価格は現在（Ｒ1.10.1）と比較してどうなると予想しますか？』の設問に対
する回答結果は下記の通り

住宅地の地価（予測）

半年前から調査時点
までの地価動向（実感）

A.長野地区

I.飯伊地域

県計

C.上小地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域

H.上伊那地域
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◇

増加 横ばい 減少 計 回答無 回収数

回答数 5件 28件 6件 39件 0件 39件

割合 13% 72% 15% 100% 長野地区ＤＩ値 ▲ 2ｐ

回答数 4件 5件 5件 14件 0件 14件

割合 29% 35% 36% 100% 北信地域ＤＩ値 ▲ 7ｐ

回答数 1件 8件 6件 15件 0件 15件

割合 7% 53% 40% 100% 上小地域ＤＩ値 ▲ 33ｐ

回答数 6件 13件 1件 20件 0件 20件

割合 30% 65% 5% 100% 佐久地域ＤＩ値 + 25ｐ

回答数 2件 4件 2件 8件 0件 8件

割合 25% 50% 25% 100% 軽井沢地区ＤＩ値 ±0ｐ

回答数 5件 13件 9件 27件 0件 27件

割合 19% 48% 33% 100% 松本地域ＤＩ値 ▲ 14ｐ

回答数 2件 16件 6件 24件 0件 24件

割合 8% 67% 25% 100% 諏訪地域ＤＩ値 ▲ 17ｐ

回答数 4件 13件 7件 24件 0件 24件

割合 17% 54% 29% 100% 上伊那地域ＤＩ値 ▲ 12ｐ

回答数 1件 7件 4件 12件 0件 12件

割合 8% 59% 33% 100% 飯伊地域ＤＩ値 ▲ 25ｐ

回答数 30件 107件 46件 183件 0件 183件

割合 16% 59% 25% 100% 県計ＤＩ値 ▲ 9ｐ

◇

増加 横ばい 減少 計 回答無 回収数

回答数 3件 20件 16件 39件 0件 39件

割合 8% 51% 41% 100% 長野地区ＤＩ値 ▲ 33ｐ

回答数 0件 5件 9件 14件 0件 14件

割合 0% 36% 64% 100% 北信地域ＤＩ値 ▲ 64ｐ

回答数 0件 5件 10件 15件 0件 15件

割合 0% 33% 67% 100% 上小地域ＤＩ値 ▲ 67ｐ

回答数 6件 13件 6件 25件 0件 25件

割合 24% 52% 24% 100% 佐久地域ＤＩ値 ±0ｐ

回答数 1件 4件 3件 8件 0件 8件

割合 13% 49% 38% 100% 軽井沢地区ＤＩ値 ▲ 25ｐ

回答数 2件 14件 11件 27件 0件 27件

割合 7% 52% 41% 100% 松本地域ＤＩ値 ▲ 34ｐ

回答数 1件 16件 7件 24件 0件 24件

割合 4% 67% 29% 100% 諏訪地域ＤＩ値 ▲ 25ｐ

回答数 3件 10件 11件 24件 0件 24件

割合 13% 41% 46% 100% 上伊那地域ＤＩ値 ▲ 33ｐ

回答数 1件 6件 5件 12件 0件 12件

割合 8% 50% 42% 100% 飯伊地域ＤＩ値 ▲ 34ｐ

回答数 17件 93件 78件 188件 0件 188件

割合 9% 50% 41% 100% 県計ＤＩ値 ▲ 32ｐ

C.上小地域

設問4[住宅地取引件数（実感）]
　『　現在（Ｒ1.10.1）の住宅地取引件数は6ヶ月前（Ｒ1.4.1）と比較してどのように感じていますか？』の設問に
対する回答結果は下記の通り

住宅地取引件数（実感）

半年前から調査時点
までの地価動向（実感）

A.長野地区

B.北信地域

B.北信地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域

H.上伊那地域

I.飯伊地域

県計

設問5[住宅地取引件数（予測）]
　『　6カ月後（Ｒ2.4.1）の住宅地取引件数は現在（Ｒ1.10.1）と比較してどうなると予想しますか？』の設問に対
する回答結果は下記の通り

住宅地取引件数（予測）

半年前から調査時点
までの地価動向（実感）

A.長野地区

I.飯伊地域

県計

C.上小地域

D.佐久地域

E.軽井沢地区

F.松本地域

G.諏訪地域

H.上伊那地域
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[Ⅴ]ＤＩ調査結果

1. 県内の不動産市況及びDI値動向

2. 長野県内の状況

3. 長野県価格ＤＩ推移

4. 長野県取引件数ＤＩ推移

［住宅地価格について］
　県全体では前期調査（平成31年4月以下同）は「前期▲6ｐ」、「今期▲4ｐ」となり、下落幅は若干緩和した。依然ＤＩ値はマイナス
を示しているが年々ＤＩ値の回復が見られる。なお次期予測は「予測▲17ｐ」となっており、県内の市況は悪化を予測している。
　
［住宅地取引件数について］
　県全体では前期調査は「前期▲4ｐ」、「今期▲9ｐ」となり、ＤＩ値はやや悪化傾向を示している。なお次期予測では「予測▲36ｐ」
となっており、取引件数は今後大幅に減少するとの予測である。
　当該背景にあるのは、消費税増税による反動減を見越したものと推察され、県内の各不動産業者は今後、厳しい不動産市況を
予測している。

価格ＤＩ

▲ 36ｐ

- ▲ 14ｐ ▲ 3ｐ ▲ 7ｐ

長野県
住宅地
DI値

▲ 31ｐ

2015/4

年平均

取引件数ＤＩ - -

2016/10 2017/4 2018/4 2018/10 2019/10

▲ 16ｐ ▲ 12ｐ ▲ 11ｐ

▲ 4ｐ ▲ 9ｐ

年平均 -

▲ 4ｐ▲ 14ｐ ▲ 12ｐ ▲ 19ｐ ▲ 8ｐ ▲ 1ｐ

県　　　　内

▲ 17ｐ▲ 6ｐ ▲ 4ｐ

- - ▲ 15ｐ ▲ 12ｐ ▲ 5ｐ

2017/10 2019/42015/10 2016/4 2020/4予測

▲ 18ｐ ▲ 14ｐ

▲ 31ｐ

▲ 18ｐ

▲ 14ｐ
▲ 16ｐ

▲ 12ｐ ▲ 11ｐ

▲ 6ｐ
▲ 4ｐ

価格ＤＩ, ▲ 17ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 14ｐ
▲ 12ｐ

▲ 19ｐ

▲ 8ｐ

▲ 1ｐ
▲ 4ｐ ▲ 4ｐ

▲ 9ｐ

取引件数ＤＩ, ▲ 36ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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[Ⅴ-A]

1. 地区の市況及びDI値動向

2. 地区の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

▲ 2ｐ

［住宅地価格について］
　地区内調査は「前期+14ｐ」、「今期+10ｐ」となり、住宅市況は「横ばい」を中心として、「上昇」という判断が前期に引き続
いている。近年はDI値はプラス10以上で推移し、不動産市況は良好と実感している。また次期予測は「予測▲5ｐ」となっ
ており、「下落」予測が増えている。
　当該住宅価格上昇の背景にあるのは、県平均と比べた市内人口減少率の低さ・高齢化率の低さにあるものと分析され、
昨今の住宅ローン減税・低金利政策を反映し、長野市で利便性を有する住宅地を中心に住宅地価は上昇しているものと
考えられる。

［住宅地取引件数について］
　地区内調査では「前期±0ｐ」、「今期▲2ｐ」となり、取引件数は「横ばい」を中心として「上昇」「下降」の予測がほぼ同程
度であり、前期と同様の予測となっている。一方で次期予測は「予測▲33ｐ」と大幅に悪化しており、先行きに対する不安
感を反映している。

2020/4予測2018/10 2019/4 2019/10

▲ 5ｐ市
住宅地
DI値

+ 12ｐ

▲ 33ｐ住宅取引件数 - - + 5ｐ

住宅価格 + 9ｐ + 19ｐ + 7ｐ

±0ｐ▲ 9ｐ ▲ 16ｐ + 4ｐ ▲ 12ｐ ▲ 15ｐ

+ 10ｐ+ 14ｐ- - + 2ｐ ±0ｐ

長　野　地　区　の　状　況

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4

+ 2ｐ
±0ｐ

+ 9ｐ

+ 19ｐ

+ 7ｐ

+ 12ｐ
+ 14ｐ

+ 10ｐ

▲ 5ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

+ 30ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

+ 5ｐ

▲ 9ｐ

▲ 16ｐ

+ 4ｐ

▲ 12ｐ
▲ 15ｐ

±0ｐ
▲ 2ｐ

▲ 33ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地区内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

・

・

なかなかいい土地が出てきませんのでお客様はいるのですがあてがうことができないような状態で、横ばいか減少傾向に
なるのでは。

いい土地があれば仕入れて条件付きで売っていこうと思っています。

中心市街地の中央通りに14階建の店舗付分譲マンションが建設中、2020年9月完成予定。中央通り沿いの店舗型商業ビ
ル「アゲイン」を不動産大手東京建物が取得、共同住宅、商業施設として開発予定。

長野駅東口に「清泉女学院大学看護学部長野駅東口キャンパス」のビルが2019年４月開学。東口駅前にマンション事業
者のマリモが、客室約100のビジネスホテルを建設中、2020年秋開業予定。

空き家の査定依頼がふえました

購買層の二極化どちらかというと安値への傾向

空き家の取引が今後も増えてくると思います

2015年3月14日　金沢まで北陸新幹線が延伸し、当該延伸に合わせて長野駅新ビルが開業。

権堂地区にあるイトーヨーカドー長野店が、2020年6月に閉店予定。

13



[Ⅴ-B]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

住宅取引件数 - - ±0ｐ + 13ｐ ▲ 20ｐ ▲ 9ｐ + 16ｐ ±0ｐ + 6ｐ ▲ 7ｐ ▲ 64ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2020/4予測2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10

地域
住宅地
DI値

+ 7ｐ ▲ 14ｐ住宅価格

北　信　地　域　の　状　況　［長野市を除く］

［住宅地価格について］
　地域調査は「前期＋6ｐ」、「今期+7ｐ」となっていて、以前は▲10を下回っていたが、最近は不動産市況がやや改善して
いると判断している。北信地域の都市部市街地では住宅地の分譲が安定的に行われている。一方で次期予測は「予測▲
14ｐ」となっており、「上昇」が減り、「横ばい」へシフトすると予測している。
　
［住宅地取引件数について］
　地域調査は「前期＋6ｐ」、「今期▲7ｐ」となり、取引件数は前期は「横ばい」が過半であったが、今期は「上昇」「横ばい」
「下落」がそれぞれ同程度となっており、「横ばい」から「下落」へのシフトがみられる。近年はDI値はプラスで推移していた
が、マイナスに転じた。一方で次期予測は「予測▲64ｐ」とさらに悪化している。「減少」予測が過半となって、「上昇」「横ば
い」の割合が減少している。

- - ▲ 14ｐ ▲ 38ｐ ▲ 14ｐ ▲ 27ｐ ▲ 16ｐ ▲ 13ｐ + 6ｐ

▲ 14ｐ

▲ 38ｐ

▲ 14ｐ

▲ 27ｐ

▲ 16ｐ
▲ 13ｐ

+ 6ｐ + 7ｐ

▲ 14ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

±0ｐ

+ 13ｐ

▲ 20ｐ

▲ 9ｐ

+ 16ｐ

±0ｐ
+ 6ｐ

▲ 7ｐ

▲ 64ｐ

▲ 70ｐ

▲ 60ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

プレハブ業者との連帯が悪い用地の契約を話すのみで地元業者の足かせになっている

田舎の土地（山林・農地）が多く出ている

少しずつ少子化の影響でている

2019年10月台風19号による豪雨災害により、千曲川が氾濫、長野市穂保で千曲川が決壊し、長野市、須坂市、千曲市、
飯山市等で甚大な被害となった。

野沢温泉村では、外国人による旅館、民宿の取得が続いている。野沢温泉ライナーバスの利用者数は増加、冬季のス
キー場利用者数も、増加傾向である。

須坂市において、須坂東IC北側の農振農用地区域内に地域未来投資促進法を適用し、大型商業施設の誘致及び一体
開発を計画中。また-千曲市の更埴インター近くの屋代地区で大型商業施設を誘致する計画、雨宮地区で新産業団地の
建設計画がある。

信州中野駅前にルートインホテルズによるビジネスホテルが進出することになり、2020年春にオープン予定。

飯山市において、2015年3月に北陸新幹線飯山駅が開業し、駅前にスーパーツルヤが開店した。また現在駅前において
ホテル誘致計画が進行中であり、一時具体化したが現在は再検討になっている。
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[Ⅴ-C]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

上　小　地　域　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地域調査は「前期±0ｐ」、「今期▲6p」となり、地域不動産業者は住宅市況はやや悪化したと実感がしている。近年はDI
値が0～▲10程度で推移し、市況がやや低迷した状況が続いていた。さらに次期予測は「予測▲40ｐ」と大幅下落となっ
ており、下落予測する不動産業者が増えている。上田市街地の環境のいい住宅地域、市街地近郊では、住宅地の分譲
は安定的に行われている。
［住宅地取引件数について］
　地域調査は「前期＋12ｐ」、「今期▲33ｐ」で、前期まではDI値がプラスで上昇傾向であったが、今期は大幅に悪化して
いる。取引件数が減少していると実感している不動産業者が増加している。また次期予測は「予測▲67ｐ」となっており、取
引件数が減少すると予測する不動産業者がさらに増加している。

±0ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 6ｐ ▲ 40ｐ

▲ 17ｐ + 8ｐ + 16ｐ + 12ｐ ▲ 33ｐ住宅取引件数

地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 54ｐ ▲ 50ｐ ▲ 14ｐ

▲ 67ｐ- - ±0ｐ ▲ 60ｐ ▲ 36ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10

▲ 29ｐ

2019/4 2019/10 2020/4予測

▲ 50ｐ

▲ 14ｐ

▲ 29ｐ

±0ｐ

▲ 11ｐ

±0ｐ

▲ 6ｐ

▲ 40ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 60ｐ

▲ 36ｐ

▲ 17ｐ

+ 8ｐ

+ 16ｐ
+ 12ｐ

▲ 33ｐ

▲ 67ｐ

▲ 70ｐ

▲ 60ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・ ネットによる問い合わせが増加

上田市において2014年10月に上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館であるサントミューゼが開館したほか、そ
の市内周辺ではマンション建設及びホテル建設が活発化している。

上田市において2009年3月頃に国道18号上田バイパスが開通したほか、その延伸として国分～東御市本海野区間で用
地買収が進んでおり、この区間全体では2023年度の供用を見込んでいる。

上田市役所新庁舎が建設中で、2021年3月完成予定。主要地方道長野上田線が拡幅しており、計画幅員16ｍとなる予
定。

長和町・青木村で人口減少対策として住宅団地の開発又は空き家バンク等の対策が進んでいる。
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[Ⅴ-Ｄ]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

±0ｐ

2019/4 2019/10 2020/4予測

▲ 25ｐ+ 29ｐ ±0ｐ + 25ｐ

±0ｐ ±0ｐ地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 44ｐ

住宅取引件数 - - ▲ 46ｐ

▲ 18ｐ ▲ 23ｐ + 6ｐ ▲ 26ｐ ±0ｐ

▲ 12ｐ

佐　久　地　域　の　状　況　[　軽　井　沢　町　を　除　く]　

［住宅地価格について］
　地域調査は「前期±0ｐ」、「今期±0ｐ」となり、前期・今期ともに同率となっている。不動産業者は概ね「横ばい」と実感し
ている。佐久平駅を中心として住宅地の需給は改善している。また、DI値の次期予測も「予測±0ｐ」となっており、地域不
動産業者は今後も住宅地価格は概ね変動がないことを予測している。

［住宅地取引件数について］
　地域調査は「前期±0ｐ」、「今期＋25ｐ」となり、取引件数は大幅増加していると実感しているが、取引件数が減少してい
ると実感している不動産業者が減少していることによる。一方、次期予測は「予測▲25ｐ」と悪化を予測しており、将来的に
は取引件数が減少すると考える業者が増加していることによる。

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10

▲ 23ｐ ±0ｐ ±0ｐ

▲ 44ｐ

▲ 18ｐ

▲ 23ｐ

+ 6ｐ

▲ 26ｐ

±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ ±0ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 46ｐ

▲ 12ｐ

▲ 23ｐ

±0ｐ ±0ｐ

+ 29ｐ

±0ｐ

+ 25ｐ

▲ 25ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

+ 30ｐ

+ 40ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

・
10月消費税10％増税→6月軽減税率終了→8月オリンピック終了により、不動産市場の冷え込みが懸念される。政府には
財政出動を大規模に実施願う。

佐久市内において2015年4月に佐久平小学校が開校。周辺での宅地開発が期待される。また中込駅前にて2017年公民
館を併設した病院が完成した。

佐久地域において建設が進められてきた中部横断自動車道の佐久南ＩＣ～佐久穂高原ＩＣまでが2018年4月に開通。農
産物販路拡大・観光の活性化が期待される。

御代田町における開発行為の指導には大変苦労している。職員のスキルアップを求めたい

価値感の時代になって不必要な不動産は所有しない時代になっている。価値を高め必要な人に提供していくことがこれ
からの不動産の仕事になるかと思います

新幹線駅近くの物件が非常に人気があり価格も高く、まだ上昇傾向にあるように感じる

佐久市岩村田北1丁目において2019年3月にフレスポ佐久インターが2期オープンし、地域の繁華性向上が期待される。

小諸市において2015年9月に新庁舎及びこもろプラザが開庁し、当該開庁に合わせて2017年12月に小諸厚生総合病院
が当該新庁舎隣に移転。複合型中心拠点誘導施設整備構想（福祉施設、市コミュニティバスターミナル、スーパーマー
ケット、公共駐車場を複合化した施設整備）が公表され、2020年度末開業を目指している。
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[Ⅴ-Ｅ]

1. 地区の市況及びDI値動向

2. 地区の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

▲ 25ｐ住宅取引件数 - - ▲ 28ｐ + 18ｐ + 20ｐ ▲ 33ｐ ▲ 20ｐ ▲ 43ｐ

+ 12ｐ ▲ 13ｐ

2019/4

▲ 57ｐ ±0ｐ

2019/10 2020/4予測2017/4

+ 33ｐ ▲ 40ｐ ±0ｐ

2017/10 2018/4 2018/10

軽　井　沢　地　区　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地区調査は「前期+15ｐ」、「今期+12ｐ」となり、町内住宅市況は好調が続いている。これは、軽井沢が東京圏内から通え
る高級避暑地という位置付けにあり、東京圏不動産市況を背景とした旧軽井沢の高級別荘地を中心とした需要増にあると
考えられる。一方で次期予測は「予測▲13ｐ」となっており、今後住宅地価格の下落を予測する業者が増えている。

［住宅地取引件数について］
　町内調査は「前期▲57ｐ」、「今期▲±0ｐ」となり、DI値は大幅に改善したが、また次期予測は「予測▲25ｐ」となり、取引
件数は悪化するとの予測である。以前はDI値が大きなマイナスを示していたが今期はやや改善を示しており、今後の動き
はやや不透明な面がある。

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10

町
住宅地
DI値

住宅価格 - - + 14ｐ + 27ｐ + 33ｐ + 15ｐ

+ 14ｐ

+ 27ｐ
+ 33ｐ + 33ｐ

▲ 40ｐ

±0ｐ

+ 15ｐ
+ 12ｐ

▲ 13ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

+ 30ｐ

+ 40ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 28ｐ

+ 18ｐ + 20ｐ

▲ 33ｐ

▲ 20ｐ

▲ 43ｐ

▲ 57ｐ

±0ｐ

▲ 25ｐ

▲ 60ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

+ 30ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

20



5. 地区内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

2016年に軽井沢マリオットホテル、ルグラン旧軽井沢、2017年にルシアン旧軽井沢レジーナリゾート旧軽井沢、2018年に
東急ハーヴェストクラブ軽井沢＆ＶＩＡＬＡ・ルグラン軽井沢ホテル＆リゾートが開店し、さらに今後、軽井沢駅北口でもホテ
ル建設計画があり、ホテル建設ラッシュが続いている。

公示価格、基準地価格とも上昇しているが、実勢は横ばい。東京の地価も弱含みの状況で、当地域もホテル用地、マン
ション用地が枯渇している現況から、今後弱含みと考える。

レインズになかなかうまく図面等入力できません。サポートして下さると助かります。

軽井沢地区において、軽井沢駅南口に存する軽井沢プリンスショッピングプラザが増床オープンを重ね、店舗数は200店
を超えている。

塩沢湖の整備、開校予定の風越学園等の影響により、南軽井沢の人気が高まっている。

2009年に軽井沢町長倉において商業施設『ハルニレテラス』が開店
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[Ⅴ-Ｆ]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

▲ 14ｐ

▲ 12ｐ + 8ｐ ▲ 19ｐ

住宅取引件数 - - ▲ 16ｐ ▲ 4ｐ

2019/4 2019/10 2020/4予測

▲ 34ｐ▲ 17ｐ ▲ 20ｐ ▲ 4ｐ ±0ｐ ±0ｐ

2017/4 2017/10 2018/4 2018/10

▲ 20ｐ ±0ｐ ▲ 8ｐ

松　本　等　地　域　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地域内調査は「前期▲12ｐ」、「今期8ｐ」となり、地域内の住宅市況は改善している。一方、DI値と異なり、地価公示発表
の市内平均住宅地価格は上昇傾向にあるが、当該乖離は松本市内とそれ以外の地域での地価動向の相違にあるものと
推察され、松本市街地は住宅地価格の上昇、大北地域・木曽地域は高い高齢化率・人口減少等を反映し、住宅地価格
は下落しているものと判断される。なお次期予測は「予測▲19ｐ」となっており、地域不動産業者を中心に今後住宅地価
は下落するものと予測しているものと推察される。

［住宅地取引件数について］
　市内調査は「前期0ｐ」、「今期▲14ｐ」となり、取引件数の減少を強く実感している。次期予測は「予測▲34ｐ」となってお
り、今後、取引件数は減るとの予測である。当該背景にあるのは、需要と供給のミスマッチと推察される。需要の多い地域
の供給は少なく、需要が少ない地域の供給は多い。地域内の不動産業者は今後厳しい不動産市況を予測している。

地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 36ｐ ▲ 23ｐ ▲ 27ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10

▲ 36ｐ

▲ 23ｐ
▲ 27ｐ

▲ 20ｐ

±0ｐ

▲ 8ｐ
▲ 12ｐ

+ 8ｐ

▲ 19ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 16ｐ

▲ 4ｐ

▲ 17ｐ
▲ 20ｐ

▲ 4ｐ
±0ｐ ±0ｐ

▲ 14ｐ

▲ 34ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

ここ数年増加する外国人観光客への対応のため、松本駅前にてビジネスホテル2棟が新築した。また城西地区でもホテル
を建設中である。

白馬村において昨今のインバウンドを背景とした外国資本の流入により、村内の影響のある商業地・住宅地の価格がかな
りの上昇を示している。

塩尻市では塩尻駅北土地区画整理事業が進行中であり住宅地の供給増加が予定されている。

地価上昇エリアと下落エリアの格差が大きくなっている感じです。人気エリアはすぐ売却でき不人気エリアは値崩れしやす
い傾向

売買価格が1000万円以下と1500万円以上と差が大きくなっている

土地面積による取引件数の集計があれば参考にしたい

安曇野IC周辺地域ではニトリ安曇野インター店がオープンした。また飲食店、コンビニ、ドラッグストア等の出店がみられ
利便性が向上している。
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[Ⅴ-Ｇ]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

諏　訪　地　域　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地域内調査は「前期▲29ｐ」、「今期▲33ｐ」となり、住宅市況は依然弱く、住宅地価格の下落を実感している。また次期
予測も「予測▲25ｐ」となっており、地域不動産業者は継続して住宅地価の下落を予測している。また当該DI値の推移の
通り、地価公示発表の市内平均住宅価格も継続した地価下落を示しており、地域の住宅価格は長期に渡り、弱含みで推
移している。

［住宅地取引件数について］
　地域内調査は「前期▲26ｐ」、「今期▲17ｐ」となり、取引件数は継続して減少している。次期予測も「予測▲25ｐ」となって
おり、今後も取引件数は減るとの予測である。当該背景にあるのは、地域の基幹産業を担っていた企業の主工場の移転
に伴った地域人口の減少及び消費税増税を見越した駆込需要の反動減を見越したものと推察されるが、市内不動産業
者は今後も増す厳しい不動産市況を予測している。

▲ 38ｐ ▲ 45ｐ ▲ 29ｐ ▲ 33ｐ ▲ 25ｐ

▲ 9ｐ ±0ｐ ▲ 5ｐ ▲ 26ｐ ▲ 17ｐ

地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 56ｐ ▲ 47ｐ ▲ 54ｐ

住宅取引件数 - - ▲ 30ｐ ▲ 6ｐ ▲ 46ｐ

2019/10 2020/4予測

▲ 25ｐ

2017/10 2018/4 2018/10

▲ 55ｐ

2019/42015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4

▲ 56ｐ

▲ 47ｐ

▲ 54ｐ ▲ 55ｐ

▲ 38ｐ

▲ 45ｐ

▲ 29ｐ
▲ 33ｐ

▲ 25ｐ

▲ 60ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 30ｐ

▲ 6ｐ

▲ 46ｐ

▲ 9ｐ

±0ｐ
▲ 5ｐ

▲ 26ｐ

▲ 17ｐ

▲ 25ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

若い方は500万前後でお金借りて、年配者は高額な土地を現金で購入

他県から移住してくる方は、今後増えると思うので、そういう人たちがどういうエリアにいくら位の物件を探しているか、ある
いは購入したか（賃貸したか）というデータがあれば見たい

消費税、オリンピック、貿易戦争で地方経済は不調、地価も下がりそう

諏訪市において、上諏訪駅前にて、商業施設・マンション・公共施設からなる再開発ビル『アーク諏訪』が2019年2月に開
業。

あずさダイヤ改正にともない富士見駅、下諏訪駅の停車本数は大幅に減少となった。

茅野市で2020春にツルヤ茅野店が開店予定である。
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[Ⅴ-Ｈ]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

上　伊　那　地　域　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地域内調査は「前期▲29ｐ」、「今期▲17ｐ」となり、住宅市況は依然弱い。また次期予測も「予測▲33ｐ」となっており、地
域不動産業者は継続して住宅地価格の下落を予測している。また当該DI値の推移通り、地価公示発表の市内平均住宅
地価も継続して下落を示しており、地域の住宅地価は依然、弱含みで推移している。

［住宅地取引件数について］
　地域内調査は「前期+5ｐ」、「今期▲12ｐ」となり、取引件数は減少したと実感している。次期予測は「予測▲33ｐ」となって
おり、さらに取引件数は減るとの予測である。
　当該背景にあるのは、消費税増税を見越した駆込需要の反動減を見越したものと推察されるが、地域内の不動産業者
は今後の厳しい不動産市況を予測している。

▲ 22ｐ ▲ 35ｐ ▲ 29ｐ ▲ 17ｐ ▲ 33ｐ

▲ 17ｐ ±0ｐ ▲ 13ｐ + 5ｐ ▲ 12ｐ

地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 39ｐ ▲ 18ｐ ▲ 15ｐ

住宅取引件数 - - ▲ 19ｐ ▲ 34ｐ ▲ 5ｐ

2015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10

▲ 34ｐ

2019/4 2019/10 2020/4予測

▲ 33ｐ

▲ 39ｐ

▲ 18ｐ
▲ 15ｐ

▲ 34ｐ

▲ 22ｐ

▲ 35ｐ

▲ 29ｐ

▲ 17ｐ

▲ 33ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 19ｐ

▲ 34ｐ

▲ 5ｐ

▲ 17ｐ

±0ｐ

▲ 13ｐ

+ 5ｐ

▲ 12ｐ

▲ 33ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

・

・

中古住宅の仲介が増加

割合、取引ともに減少している

農振の農地が除外しにくくなり販売土地が少なくなっている

不便な土地は価格が安くとも売れなくなった

2017年9月に伊那市において、中央道小黒川パーキングエリアのスマートインターチェンジが供用開始となった。

伊那市では市道南環状線も事業が進んでいる（平成33年3月末予定）。

空き家物件が多数出てきており価格がさがっているのが現状、これからも空き家物件が増加すると思われる

2019年9月末に駒ケ根駅前広場が完成し、地元高校生や観光客の利便性が向上した。

2018年11月に駒ヶ根市・飯島町間において、伊南バイパスが全線開通し、交通利便性が大きく向上している。
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[Ⅴ-Ｉ]

1. 地域の市況及びDI値動向

2. 地域の状況

3. 住宅価格ＤＩ推移

4. 住宅取引件数ＤＩ推移

飯　伊　地　域　の　状　況　

［住宅地価格について］
　地域内調査は「前期▲15ｐ」、「今期▲17ｐ」となり、住宅市況は依然弱い。また次期予測も「予測▲17ｐ」となっており、地
域不動産業者は継続して住宅地価格の下落を予測している。一方、当該DI値に反して、地価公示発表の市内平均住宅
価格は一旦下落から横ばいまで改善していた。当該動向はリニア効果での住宅地の地価上昇を期待したのものと推察さ
れるが、リニア予定新駅周辺以外の住宅地は依然厳しい市況環境にあるものと判断される。

［住宅地取引件数について］
　地域内調査は「前期±0ｐ」、「今期▲25ｐ」となり、取引件数は減少したと実感している。また、次期予測は「予測▲34ｐ」
となっており、取引件数は減少傾向を予測している。
　当該背景にあるのは、消費税増税を見越した駆込需要の反動減及び飯伊地域による人口減少・高齢化率上昇による不
動市場の冷え込みであるものと分析する。

▲ 18ｐ ▲ 33ｐ ▲ 15ｐ ▲ 17ｐ ▲ 17ｐ

+ 8ｐ + 9ｐ ▲ 11ｐ ±0ｐ ▲ 25ｐ

地域
住宅地
DI値

住宅価格 - - ▲ 50ｐ ▲ 17ｐ ▲ 8ｐ

住宅取引件数 - - ▲ 9ｐ + 8ｐ + 9ｐ

2019/10 2020/4予測

▲ 34ｐ

2017/10 2018/4 2018/10

▲ 38ｐ

2019/42015/4 2015/10 2016/4 2016/10 2017/4

▲ 50ｐ

▲ 17ｐ

▲ 8ｐ

▲ 38ｐ

▲ 18ｐ

▲ 33ｐ

▲ 15ｐ
▲ 17ｐ ▲ 17ｐ

▲ 60ｐ

▲ 50ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4

▲ 9ｐ

+ 8ｐ + 9ｐ + 8ｐ + 9ｐ

▲ 11ｐ

±0ｐ

▲ 25ｐ

▲ 34ｐ

▲ 40ｐ

▲ 30ｐ

▲ 20ｐ

▲ 10ｐ

±0ｐ

+ 10ｐ

+ 20ｐ

2016/4 2016/10 2017/4 2017/10 2018/4 2018/10 2019/4 2019/10 2020/4
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5. 地域内　主なトピック

・

・

・

6. 各不動産業者の意見等

・

・

・

リニアの関係で土地の売買の単価が定まらずに困っている

リニアの関連の代替地の動きはまだ少ない状況、今後の地価の上昇もあまり大きくないと思われる。

中古建物への問い合わせが多い様に感じます

飯田市において、アップルロード沿い及びこれに接続する国道153号線沿いに郊外型大型店舗が集積している。

2027年開業を目指すリニア新幹線で長野県中間駅が飯田市上郷飯沼地区に設置される予定。周辺においても道路等整
備計画が進行中である。

飯田市の中央自動車道を起点とした高規格幹線道路である三遠南信自動車道の建設が進んでいる。
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